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組織活性化につながる人材育成について 
～職員がやる気をもって働くために～ 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

厳しい財政状況 地方分権の推進 

 
・職員数の減少     

・「やる人」、「やれる人」に業務が集中 

・職員のモラール低下 

・マンパワーを生かし切れていない 

・前例踏襲主義、旧態依然の施策展開 

・組織内の課題や目標の共有が不十分 

・ハメコミ型人事、形式的な人事評価･･･ 

▽仕事量の増大 

▽自由度の拡大 

地方自治体 

▽行政コストの削減 

▽簡素効率化の推進 

現状と課題 

目指すべき組織像 

政策の提言 

 

キャリア開発プログラム 

高い意識を持った 

職員の育成！ 
“組織の活性化”につながる 

ジョブ・ローテーション 

～職員がやる気と目標をもって働ける～ 

多くの職員が主体的に行動する 

組織全体の公務能率が向上する 

行政ニーズを捉えた多様な施策展開により 

目指すべき職員像 

▽全体の奉仕者として誇りと自覚を 

持って誠実に職務を遂行する職員 

▽自ら学び、学習し、成長し、職務 

に活かす職員 

▽時代認識をしっかりと持ち、課題 

 解決に積極的に取り組む職員 

▽職員の能力の最大化 

▽課題発見、解決力のある組織 

▽行政ニーズの先取りと多様な施策 

展開 

▽成果に対する公正・公平な評価 

▽適材適所の人員配置 


